
金
滞
古
蹟
志
巻
二
十

。
野
岡
山
事
略

沼
山
和
倫
庚
録
巻
廿
二
、
石
昏
法
務
経
碑
銘
に
一
式
ふ
。
石
川
郡
野
岡

山
云
々
。
此
山
古
来
州
人
擬
昌
之
於
南
紀
高
野
山
吋
而
園
君
先
亙
相
公

巴
来
。
代
々
第
E

墳
墓
地
マ
悶
v
是
州
人
多
務
自
子
此
山
中
-
云
々
。
と
あ

り
。
按
宇
る
に
、
慶
長
四
年
三
月
醤
組
大
納
言
利
家
卿
の
二
世
利
長

卿
に
遣
さ
れ
た
る
遺
戒
書
に
、
我
等
煩
踊
t

爾
h
A
-

無
v
之
候
問
、
相
果

候
は
ど
長
持
に
入
れ
、
金
津
へ
下
し
‘
野
岡
山
に
壌
を
つ
か
せ
可
ν
被
v

申
。
と
載
せ
ら
れ
た
り
。
青
地
磁
幹
の
本
藩
略
譜
広
、
高
徳
公
慶
長

四
年
己
一
亥
春
閏
三
月
三
日
菟
=
於
大
坂
城
邸
内
吋
四
月
八
日
選
-
葬
金
津

披
南
野
端
山
品
川
町
と
見
h
、
同
人
の
可
観
小
設
に
、
野
端
山
常
に
野

岡
山
と
書
く
。
闘
初
高
徳
公
・
瑞
龍
公
の
時
分
の
記
載
に
は
‘
野
端
山

と
書
き
た
り
。
字
義
宜
し
き
ゃ
う
に
存
じ
随
ν
之
。
と
あ
り
。
加
邦
鍛

に
も
‘
昔
は
野
端
山
と
書
き
‘
今
野
岡
山
と
す
と
い
へ
り
。
此
の
山

地
を
担
葬
地
と
せ
し
は
、
彼
の
犬
衆
寺
沼
山
和
倫
の
庚
鍛
に
戦
せ
た

る
法
華
経
碑
銘
に
い
へ
る
如
く
、
高
徳
公
民
長
四
年
の
四
月
愛
に
星

第
せ
よ
と
の
遺
命
に
ま
か
せ
、
廟
所
と
定
め
た
り
。
是
埋
葬
の
濫
筋

に
て
‘
是
よ
り
藩
士
・
町
人
等
温
々
一
墳
墓
地
と
注
し
‘
愛
に
埋
葬
す
る

事
と
は
成
り
た
り
け
ん
。
柴
野
美
砂
何
回
〈
、
野
岡
山
の
古
墳
ど
も
を

宥
は
寛
永
廿
年
也
。
亀
尾
記
に
、
野
間
山
は
都
て
桃
雲
寺
の
領
也
。

大
衆
寺
山
と
い
ふ
底
も
、
挑
饗
寺
の
領
也
。
'
と
載
す
と
い
へ
ど
も
、

桃
雲
寺
へ
一
山
寄
附
の
殺
害
と
て
は
な
し
。
慶
長
五
年
七
月
十
三
日

二
世
利
長
卿
良
筆
の
親
翰
に
‘
い
ん
き
ょ
は
う
ゑ
ん
寺
へ
可
v

申
候
。

の
だ
山
下
か
り
た
ど
寺
へ
御
取
候
や
う
に
可
ν
申
。
と
載
せ
給
へ
る
の

み
な
り
と
ぞ
。
隠
居
貧
困
寺
は
桃
雲
寺
の
と
と
な
り
。

金
揮
官
蹴
志
巻
二
十

-'-r、

ば
熟
覧
す
る
に
、
実
正
以
来
の
年
月
日
を
彫
刻
せ
し
砕
石
あ
れ
ど
、

共
の
時
代
愛
に
埋
葬
せ
し
墳
墓
に
あ
ら
宇
。
後
他
所
よ
り
移
し
改
葬

せ
し
も
の
た
る
べ
し
。
野
岡
山
の
墳
墓
は
‘
務
組
高
徳
公
よ
り
起
れ

り
。
と
い
へ
り
。
野
悶
桃
雲
寺
僻
来
の
書
簡
に
‘

先

一
、
資
寺
b
御
寄
進
被
v
成
候
野
岡
山
者
、
御
国
御
先
砲
高
徳
院
様
御

願
所
近
者
・
若
従
副
委
儀
-
不
v
知
=
案
内
-
御
用
等
申
来
候
共
、
御
書
之
趣

被
口
口
口
.
蛍
時
之
奉
行
人
承
引
無
‘
之
者
、
本
多
安
房
守
・
横
山
山

按
守
b
可
v
被
v
及
ν
断
候
事
。

一
、
御
基
山
之
内
h
近
所
之
村
百
姓
並
遊
山
人
放
昌
入
牛
馬
一
野
火

事。一
、
於
昌
野
岡
山
之
内
-
不
v
依
田
何
者
-
殺
生
仕
事
。

右
今
度
従
畠
少
将
様
-
被
ι
仰
尚
一
一
御
制
度
之
趣
候
像
、
自
今
以
後
可
v
被
v

得
昌
英
窓
-
候
。
以
上
。

未
六
月
五
日

野

田

桃

雲

寺

前

回

出

雲

守

一
脚
尾
式
部
少

横

山

大

膳

亮

..... ，、




